
秋の介護をよくするアクションウィーク（11月7日～14日）

山口「いい介護の日」介護ウェーブ

今年 4 月から介護保険制度の見直しが実施されました。①要

支援者の訪問介護、通所介護を費用を抑えた市町村の事業に移

し替える、②一定以上の所得者の利用料を1 割から2 割に引き

上げる、③特養の入所対象を原則要介護 3 以上に限定する、④

低所得者を対象とした施設での居住費・食費の負担軽減制度（補

足給付）の要件を厳しくするなど、介護サービスの削減と負担増が盛り込まれ、利用者に様々な困難が生じています。 

山口民医連では、介護を良くするため、署名集めや「介護をよくするアクションウィーク」に取り組んでいます。 

その取り組みの一

環として11月8日に

岡山中央福祉会理事

長の井場哲也先生を

お招きして、「民医連

の介護・福祉の理念

てなんだろう」とい

うテーマで学習会を

行いました。 

患者視点の介護・

福祉を目指し、必要

なことは何かをみん

なで考えました。 

（菖蒲順一郎） 

鳥取 いい介護の日に街頭宣伝 参加された職員の皆さん、

雨の中、お疲れ様でした！ 
鳥取民医連介護福祉委員会では、17 日の委員会終了後に

メディコープとっとりの職員と一緒に、街頭宣伝行動を行

いました。今回行った署名は、「介護保険制度の改善、介護

報酬の引き上げ、介護従事者の確保・処遇改善を求める署

名」です。 

今年は新たに横断幕を作製し、介

護現場の実情、介護保険制度の改善、

介護報酬の引き上げ、介護職員の処遇

改善を訴え、署名活動に取り組み、7

名の参加で21筆の署名が集まりました。 

各事業所に介護署名を配布していますので、一人5筆を目標によろしくお願いいたします。 

また、「利用料2割引き上げに伴う影響調査（法人シート）」「利用料2割化に伴う影響調査（事

｢社会保障の解体は許さない！介護保険制度の抜本改善を！！」 

STOP！介護改悪 介護ウェーブ2015推進ニュース 

－介護の“Big Wave”を広げよう！－

2015年12月25日発行 介護ウェーブ2015推進ニュース NO.24 

戦争法廃止の2000万署

名も頑張りましょう！ 



例シート）」「補足給付見直しなど負担増に伴う施設影響調査」も行っています。各法人・

事業所責任者の方はよろしくお願いいたします。 

（鳥取民医連 STOP！介護改悪 介護ウェーブ2015推進ニュースより） 

長野 今回の「介護アクションウィーク第 2 弾」においても、全国各地で様々

なアピール行動が実施されて

いるかと思いますが、私ども

中信地域連絡会の院所でもア

ピール行動の様子が届きましたので紹介します。

（「中信地域連絡会介護ウェーブ推進

ニュース11月18日」より）
←協立福祉会職場代表者会議の 

メンバーによるアピール 

「誰もが安心できる介護保険制度を考える県民集会」 

安曇野市サンモリッツ 400人の大集会で大迫力のアクション！！ 

県内の介護従事者や県民医連などでつくる「介護保険をよくする信州の会」は22日、介護保険制度の改定について

考える県民集会を開いた。介護、行政関係者ら約400人が参加し、講演を聞いたほか現場の実態について意見交換した。

（～中略）会場からは

「（職員の賃金アップに

つなげる）処遇改善加算

の手続が大変で、本来の

寄り添う介護ができな

い」などとする悩みや、

「職員も利用者も情報

交換して勉強し、行政に

働きかけていきたい」と

の意見が出た。 

（信濃毎日新聞11月23

日より抜粋）

利用料2割化影響調査、補足給付見直し影響調査について 
影響調査のご協力ありがとうございます。ご提出状況について、PDFファイルを添付しましたので、ご参照ください。

1月にまとめて、発表できるようにしていきたいと思います。 

お問い合わせは、「介護ウェーブ推進本部」事務局：吉澤・諏佐（すさ） 

☎03-5842-6451／fax03-5842-6460 E-mail：min-kaigo@min-iren.gr.jp 

上の写真を大きく 

すると、こんな感じ

です。 


